
平成 27 年度 第 5 回（相談支援）分科会報告書 

 

1．開催日時 平成 28 年 3 月 17 日  13：30～15：00 

2．開催場所 八女市役所 103 会議室 

3．参加者（所属のみ） 

陽だまりの里、相談支援センターほっぷ、蓮の実団地よろず屋、相談事業所ねんりん、八

女市、リーベル    

4．実施内容 

○今年度（平成 27 年度）の振り返り 

第 1回 「相談支援専門員としての視点、取り組む姿勢について」 

第 2回 「障がい者の想いを聴く～面接演習」 

第 3回  「重度心身障害児、者の方への対応やアプローチ」 

第 4回  「相談支援専門員とサービス管理責任者による合同研修会」 

○来年度（平成 28 年度）の取り組みについて  ※事前アンケートより 

・障害児のサービス等利用計画書作成（着目視点等） 

・社会資源情報の共有化（事業所の特徴、システム等の情報集約） 

    (放課後等事業所等の新規事業所が立ち上がり、特徴がつかみづらい。) 

・八女市でのセルフプランの在り方  

(ニーズが出た場合のプラン作成に伴う助言体制や様式の在り方等) 

・相談支援専門員としてのスキルアップができるような内容があれば。 

・処遇困難事例の事例検討(成功事例ではなく、結論が出ない事例でも。) 

・親亡き後の問題について。 

・支援スタッフのストレス解消について。 

・様々な社会資源を活用しているケースを知りたい。 

(福祉サービス以外でどのようなところを活用しているか知りたい) 

・重症心身障害児者や高次脳機能障害のケースを知りたい。 

・介護保険と障害者福祉サービスの双方を活用しているケースを考えていきたい。 

・地域で相談支援専門員の人が学べる場、例えば定期的なスーパービジョンなど。 

・各事業所やサービスの比較ができる一覧表作成 

⇒今後ネットも活用し、情報を共有できる環境設定を。 

・他制度の方々との勉強会：ケアマネ、医療ソーシャルワーカー等。 

○各相談事業所の計画相談作成進捗状況。(3/17 現在) 

よろず屋：１３７件、陽だまり：１６５件、ほっぷ：２７４件、ゆうゆう９４件 

ねんりん：４８件、サングリーン：４０件、悠：５２件、広川町役場：１５０件 

リーベル：９１件(当初１６５件作成、内７４件各相談事業所へ移管) 

指定特定相談事業所でのケースの中には、基幹相談支援センターリーベルが関わりを

持った方がよいケースもあり今後、指定特定相談事業所と話し合いながら進めていく。 


